
大
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市
八
屋
戸
守
山
地
区
江
州
音
頭
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

得
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た
地
域
住
民
の
環
境
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下
村 
泰
史

一
、
は
じ
め
に

本
調
査
が
そ
の
一
部
を
な
す
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））「
里
山
に
お
け
る
自

然
資
本
の
意
識
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め
の
地
域
参
加
型
研
究
」（
以
下
、「
里
山
科
研
」
と
い

う
）
は
、
滋
賀
県
大
津
市
八
屋
戸
守
山
地
区
（
図
1
）
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
里
山
に
お
け
る
「
自

然
資
本
の
意
識
化
」
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
出
」
に
む
け
た
「
地
域
参
加
型
研
究
」
を
行

な
い
、
地
域
社
会
に
あ
る
里
山
の
自
然
資
本
を
自
立
的
に
再
生
・
活
用
す
る
た
め
の
具
体
的

な
空
間
計
画
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
江
州
音
頭
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
自
然
資
本
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
記
憶
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
図
2
①
）
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
地
域
参
加
型
手
法
に
よ
り

歌
詞
に
ま
と
め
あ
げ
（
図
2
②
）、
み
ん
な
で
歌
い
踊
る
こ
と
で
地
域
の
自
然
文
化
を
身
体
と
場

の
記
憶
と
し
て
伝
え
て
い
く
（
図
2
③
）
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
（1）
。

こ
の
過
程
を
通
じ
て
、
自
然
資
本
の
意
味
や
価
値
の
、
地
域
内
で
の
意
識
化
を
試
み
る
と

と
も
に
、
江
州
音
頭
と
い
う
、
近
江
固
有
の
地
域
性
を
持
つ
と
同
時
に
ま
た
地
域
を
超
え
て

愛
さ
れ
て
も
い
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
乗
せ
る
こ
と
で
、
地
域
内
外
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
も
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

今
般
図
2
①
の
過
程
で
、
歌
詞
の
材
料
と
な
る
、
自
然
資
本
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
記

憶
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
群
に
つ
い
て
集
約
で
き
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
一

定
の
整
理
を
は
か
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
、
対
象
地
の
概
要

守
山
は
、
滋
賀
県
大
津
市
の
北
部
に
位
置
し
、
旧
志
賀
町
域
に
含
ま
れ
る
約
二
五
〇
戸
の

集
落
で
あ
る
。
北
を
木
戸
と
接
し
、
南
の
北
船
路
と
と
も
に
八
屋
戸
を
な
す
。
東
に
琵
琶
湖

を
望
み
、
西
に
は
蓬
莱
山
、
比
良
山
の
連
峰
の
連
峰
が
連
な
る
。
村
は
そ
の
間
に
位
置
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
山
と
湖
の
恵
み
を
受
け
て
き
た
（
図
１
）。

こ
の
地
区
に
特
徴
的
な
産
物
と
し
て
守
山
石
が
あ
る
。
こ
れ
は
縞
模
様
が
特
徴
的
な
白

チ
ャ
ー
ト
で
、
こ
の
地
域
で
し
か
産
出
し
な
い
。
小
川
治
兵
衛
が
注
目
し
、
明
治
期
の
京
都

で
の
作
庭
に
用
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石
は
琵
琶
湖
か
ら
疏
水
を
経
て
京
都
に

運
ば
れ
た
が
、
石
を
切
り
出
し
運
搬
す
る
、
特
徴
的
な
車
造
り
の
技
法
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（2）
。

も
う
一
つ
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
マ
ツ
林
（
二
次
林
）
に
生
じ
た
と
い
う
「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」

と
い
う
茸
が
あ
る
。
地
域
で
よ
く
食
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
昭
和
〜
平
成
の
森
林
環
境
の

変
化
に
よ
っ
て
、
近
年
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
隣
接
す
る
木
戸
等
で
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
（3）
こ
と
で
、
地
元
の
人
た
ち
の
間
で
は
「
守
山
な
ら
で
は
の
も
の
」
と
認
識

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
自
然
文
化
誌
的
事
象
は
、
高
齢
住
民
の
間
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
さ
に

失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
琵
琶
湖
と
比
良
山
に
挟
ま
れ
た
立
地
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
得
意
な
眺
望
景
観
も
、
地

域
固
有
の
も
の
と
し
て
住
民
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。

図 1　八屋戸（守山）周辺の地勢（昭和 7年）
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三
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

守
山
地
区
の
盆
踊
り
大
会
で
の
（
二
〇
一
九
年
八
月
三
十
一
日
（
土
））
地
域
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
「
こ

ろ
ろ
く
」
の
皆
さ
ん
へ
の
呼
び
か
け
等
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
九
月
十
一
日
、
十
月
十
六
日
、
十

一
月
十
三
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
）
の
会
合
を
開
催
し
た
。
そ
の
後
、
十
二
月
か
ら
は
、
本
稿
で
紹

介
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
受
け
て
の
歌
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

九
月
十
一
日
の
集
ま
り
に
は
、「
こ
ろ
ろ
く
」
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
八
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
こ
の
日
は
趣
旨
説
明
の
あ
と
、
①
こ
の
集
ま
り
が
音
楽
グ
ル
ー
プ
「
こ
ろ
ろ
く
」
の
動

員
で
は
な
く
、
興
味
あ
る
個
人
の
参
加
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
②
次
回
ま
で

に
「
守
山
自
慢
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
図
3
）
を
行
い
、
そ
れ
を
も
と
に
歌
詞
を
作
っ
て
い
く
こ

と
、
③
年
度
内
に
歌
詞
を
作
り
、
年
度
が
明
け
て
か
ら
練
習
を
重
ね
、
二
〇
二
〇
年
夏
の
盆

踊
り
大
会
で
発
表
す
る
こ
と
な
ど
が
一
応
の
決
ま
り
ご
と
と
し
て
合
意
さ
れ
た
。
音
楽
に
つ

い
て
は
、
④
参
加
者
持
参
の
資
料
（
滋
賀
県
江
州
音
頭
普
及
会
に
よ
る
プ
リ
ン
ト
）
等
を
参
考
に
、
江

州
音
頭
の
基
本
的
な
節
の
な
り
た
ち
（
平
節
、
祭
文
、
役
節
等
）
に
つ
い
て
、
楽
曲
を
聴
き
な
が

ら
共
有
し
た
。
⑤
オ
リ
ジ
ナ
ル
伊
勢
音
頭
に
つ
い
て
の
要
望
も
挙
が
っ
た
。

十
月
十
六
日
に
は
、
七
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
、
ま
ず
①
回
収
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
紹
介
が
行
わ
れ
、「
守
山
自
慢
」
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
を
口
頭
で
共
有
し
た
（
本
稿

で
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
中
心
に
検
討
す
る
）。
②
次
に
用
意
し
た
江
州
音
頭
の
節
づ
か
い
の
音
声

デ
ー
タ
を
聴
き
、
歌
詞
を
当
て
は
め
て
い
く
基
本
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

十
一
月
十
三
日
に
は
、
七
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
傾
向
性
に
つ
い

て
議
論
・
共
有
し
、
歌
詞
作
り
の
た
め
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
全
体
構
成
お
よ
び
歌
詞
の
当
て
は
め
テ
ン

プ
レ
ー
ト
）
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
地
域
の
人
々
が
歌
い
や
す
い
キ
ー
と
し
て
、

「
ホ
短
調
ト
長
調
（Em

/GM
）」
が
提
案
さ
れ
た
。

表 2　アンケートの回収状況

表 1　基本的なスケジュール

図 2　ワークショップ要素と手順
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四
、「
守
山
自
慢
」
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て

「
守
山
自
慢
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
図
3
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
タ

イ
ト
ル
は
「
あ
な
た
の
「
守
山
自
慢
」
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」
と
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
趣
旨
・
目
的
に
つ
い
て
は
、「
江
州
音
頭
の
有
名
な
演
目
に
、
近
江
の
名
勝

や
名
物
を
歌
い
込
ん
だ
「
湖
国
自
慢
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
な
ら
っ
て
、
守

山
の
有
志
の
み
な
さ
ん
と
の
、「
守
山
自
慢
」
を
歌
い
込
ん
だ
新
し
い
音
頭
づ
く
り
を
考
え
て

い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
来
年
（
令
和
二
年
）
の
夏

祭
り
で
、
お
披
露
目
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
、
歌
詞
の
ネ
タ
と
し
て
、
み
な

さ
ん
の
「
守
山
自
慢
」
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
」
と
し
た
。

回
答
し
て
ほ
し
い
内
容
と
し
て
は
、

「
お
い
し
い
も
の
／
忘
れ
ら
れ
な
い
で
き
ご
と

／
好
き
な
場
所
や
風
景
／
か
わ
い
い
生
き	

物
／
き
れ
い
な
花
／
す
て
き
な
人
／
季
節
の
あ

ら
わ
れ
／
歌
や
音
の
思
い
出
…
」

と
い
う
形
で
例
示
を
行
い
、

「
等
々
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
や
で
き
ご

と
を
、
で
き
た
ら
五
つ
く
ら
い
、
ご
記
入
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
！　

集
ま
っ
た
「
自
慢
」
は
ま
た
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。」

と
し
て
、
五
エ
ピ
ソ
ー
ド
程
度
の
想
起
、
記
入

を
求
め
た
。

回
答
欄
と
し
て
は
、「
守
山
自
慢
」
の
記
入
欄

を
五
つ
設
け
る
と
と
も
に
、
だ
い
た
い
の
年
齢

お
よ
び
守
山
集
落
へ
の
居
住
歴
の
記
入
欄
を
設

け
た
。

五
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
そ
の
一
）
〜
全
体
の
よ
う
す

十
一
月
十
三
日
（
水
）
時
点
で
の
回
収
状
況
は
、
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
回
は
四
十
〜

七
十
代
に
か
け
て
計
一
九
名
か
ら
回
答
が
あ
り
、
一
三
九
件
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
得
ら
れ
た
。
今

回
は
若
年
層
に
つ
い
て
は
回
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
各
世
代
に
人
数
に
は
ば
ら
つ

き
が
あ
る
。

全
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
表
5
〜
15
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
毎
に
ま
と
め
な

お
し
た
も
の
を
掲
出
し
た
。
項
目
の
構
成
等
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

回
答
者
に
つ
い
て
は
年
齢
層
と
連
番
に
よ
り
、
個
人
Ｉ
Ｄ
を
定
め
た
。
例
え
ば
四
十
代
の

三
名
に
つ
い
て
は
四
〇
一
〜
四
〇
三
な
ど
と
、
六
十
代
の
十
名
に
つ
い
て
は
六
〇
一
〜
六
一

〇
な
ど
と
し
た
。
ま
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
一
人
の
回
答
者
毎
に
連
番
（
一
〜
五
な
ど
）

を
与
え
た
。
こ
の
二
つ
の
番
号
を
組
み
合
わ
せ
、
各
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
固
有
の
Ｉ
Ｄ
番
号
を
設

定
し
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
は
「
想
起
タ
イ
プ
」
が
特
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
い

表 3　設定したカテゴリと件数

表 4　各回答者および各世代の関心事
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図 3　アンケートの概要

図 4　世代毎の各カテゴリへの論及傾向
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う
「
想
起
タ
イ
プ
」
と
は
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
時
間
的
性
格
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
多

く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
現
存
す
る
「
守
山
の
い
い
と
こ
ろ
」
と
し
て
現
在
形
で
示
さ
れ
る
が
、
中

に
は
「
幼
時
の
体
験
の
記
憶
と
し
て
語
ら
れ
た
も
の
（
記
憶
）」、「
地
域
の
伝
説
と
関
連
付
け

ら
れ
た
も
の
（
伝
説
）」「
歴
史
性
の
あ
る
も
の
（
歴
史
）」
な
ど
の
形
で
、
過
去
と
関
連
付
け
ら

れ
た
も
の
が
見
出
さ
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
「
記
憶
」
は
「
食
文
化
」
や
「
自
然
・
生
態
」

と
の
結
び
つ
き
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
に
よ
り
「
眺
望
景
観
」「
共
同
体
」「
場
所
」「
水
・

水
辺
」「
地
域
景
観
」「
自
然
・
生
態
」「
食
文
化
」「
信
仰
・
祭
礼
」「
気
候
・
風
土
」「
音
風

景
」「
土
地
利
用
・
交
通
」
の
十
一
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
し
た
。
各
カ
テ
ゴ
リ
の
基
本
的
性
格
と

該
当
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
件
数
を
表
3
に
示
す
。

表
3
に
お
け
る
合
計
件
数
が
一
八
四
件
と
な
り
、
先
の
総
件
数
一
三
九
件
と
一
致
し
な
い

の
は
、
複
数
の
カ
テ
ゴ
リ
に
わ
た
る
も
の
も
あ
る
た
め
で
あ
る
（
例
え
ば
、
六
〇
一

−
四
「
野
原
で

山
菜
狩
り
を
行
っ
た
こ
と
」
は
「
自
然
生
態
」
と
「
食
文
化
」
の
両
カ
テ
ゴ
リ
に
わ
た
る
な
ど
）。

今
回
の
回
収
範
囲
に
お
い
て
は
、
第
一
位
「
眺
望
景
観
」
の
三
六
件
と
、
第
二
位
「
共
同

体
」
の
二
九
件
が
際
立
っ
て
お
り
、
三
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
眺
望
景
観
に
は
特
に
印
象
的
な
も
の
と
し
て
複
数
の
人
に
共
有
さ
れ
て
い

る
場
面
も
あ
り
、
守
山
に
お
け
る
印
象
的
な
経
験
（
守
山
自
慢
）
に
お
い
て
、
眺
望
景
観
は
大

き
な
位
置
を
占
め
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
各
回
答
者
の
関
心
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
概
見
し
て
お
き
た
い
。
表
3
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
が
挙
げ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
カ
テ
ゴ
リ
の
分
布
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
4

の
下
部
で
は
、
世
代
毎
の
小
計
が
ま
と
め
て
あ
る
。

表
4
の
各
行
の
「
２
」
や
「
３
」
と
い
っ
た
数
字
は
、
各
人
の
回
答
の
中
で
、
そ
の
カ
テ

ゴ
リ
に
つ
い
て
複
数
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
そ
の
人
の

関
心
の
焦
点
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

表
4
下
部
の
世
代
毎
小
計
か
ら
、
各
世
代
の
一
人
当
た
り
平
均
カ
テ
ゴ
リ
論
及
率
を
求
め
、

そ
の
世
代
間
比
較
を
行
っ
た
も
の
が
図
4
で
あ
る
。

「
眺
望
景
観
」
は
多
く
の
人
が
挙
げ
て
お
り
、
特
に
五
十
代
、
六
十
代
に
お
い
て
強
く
意
識

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
共
同
体
」
は
い
ず
れ
の
世
代
か
ら
も
挙
が
っ
て
い
る
が
、
六
十
代
以
上
に
お
い
て
特
に
論

及
さ
れ
て
い
る
。「
信
仰
・
祭
礼
」
も
「
共
同
体
」
と
似
た
傾
向
を
持
つ
（
こ
れ
は
両
カ
テ
ゴ
リ
に
分

類
さ
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
い
の
で
当
然
で
は
あ
る
）
が
、
八
十
代
の
方
が
特
に
顕
著
に
触
れ
て
い
る
。

「
水
・
水
辺
」
と
「
自
然
・
生
態
」
も
多
く
の
世
代
に
見
ら
れ
る
が
、
四
十
代
の
人
に
は
特

に
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
の
で
乱
暴
な
一
般
化
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
現

時
点
で
の
守
山
集
落
の
世
代
別
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
す
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に

性
格
づ
け
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

四
十
代
（
一
九
七
一
〜
一
九
八
〇
年
生
ま
れ
）
は
、「
水
・
水
辺
」「
自
然
・
生
態
」
な
ど
か
ら
、
直

接
体
験
に
よ
る
「
環
境
へ
の
意
識
」
が
高
い
世
代
。

五
十
代
（
一
九
六
一
〜
一
九
七
〇
年
生
ま
れ
）
は
、「
眺
望
景
観
」「
地
域
景
観
」
へ
の
論
及
率
が

高
く
、「
景
観
へ
の
意
識
」
が
感
じ
ら
れ
る
世
代
。

六
十
代
（
一
九
五
一
〜
一
九
六
〇
年
生
ま
れ
）
は
、「
眺
望
景
観
」
に
多
く
論
及
し
つ
つ
、「
共
同

体
」
へ
の
関
心
も
高
い
世
代
。

七
十
代
（
一
九
四
一
〜
一
九
五
〇
年
生
ま
れ
）
は
、
い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
論

及
し
て
お
り
、
地
域
の
自
然
・
人
文
・
社
会
環
境
を
全
体
的
に
把
握
し
て
い
る
世
代
。

八
十
代
（
一
九
三
一
〜
一
九
四
〇
年
生
ま
れ
）
は
、「
信
仰
・
祭
礼
」
な
ど
地
域
の
伝
統
に
つ
い
て

の
論
及
が
目
立
つ
、
語
り
部
的
な
世
代
。

こ
う
し
た
地
域
観
・
環
境
観
の
世
代
的
な
相
違
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
か
に
つ
い
て

は
、
よ
り
突
っ
込
ん
だ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
よ
る
生
活
史
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

六
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
そ
の
二
）
〜
カ
テ
ゴ
リ
毎
の
考
察

こ
こ
か
ら
は
、
カ
テ
ゴ
リ
毎
に
取
り
上
げ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
内
容
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え

て
い
き
た
い
。

（
一
）「
眺
望
景
観
」
に
つ
い
て

「
眺
望
景
観
」
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
群
を
表
5
に
ま
と
め
た
。「
眺
望
景
観
」
は
全
カ
テ

ゴ
リ
の
中
で
も
最
も
多
い
、
三
七
件
の
回
答
が
あ
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
で
あ
る
。

「
カ
テ
ゴ
リ
」
欄
は
、「
眺
望
景
観
」
以
外
の
カ
テ
ゴ
リ
に
も
わ
た
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
特
記
し
た
も
の
で
あ
る
。「
場
所
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
眺
望
の
た
め
の
視
点
場

が
特
定
の
場
所
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
他
に
は
「
気
候
・
風
土
」
と
関
連

す
る
も
の
が
複
数
見
ら
れ
る
。

「
想
起
タ
イ
プ
」
と
し
て
は
、
個
人
的
な
記
憶
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
少
数
見
ら

れ
る
。
大
き
な
眺
望
景
観
は
、
想
起
さ
れ
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、「
現
前
す
る
も
の
」
と
い
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う
性
格
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
眺
望
景
観
」
カ
テ
ゴ
リ
で
特
徴
的
な
の
は
「
共
通
の
風
景
体
験
」
の
塊
が
見
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
「
琵
琶
湖
と
山
」（
五
件
）
を
セ
ッ
ト
で
捉
え
る
見
方
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
「
琵
琶
湖
と
月
や
太
陽
」（
七
件
）
に
関
す
る
も
の
だ
。
特
に
後
者
の
映
像
喚
起
力

の
強
さ
、
風
景
体
験
と
し
て
の
強
度
に
つ
い
て
は
抜
き
ん
出
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
今
回

の
「
守
山
自
慢
」
の
中
で
も
っ
と
も
際
立
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
こ
の

近
く
で
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
志
賀
の
浦
や
遠
ざ
か
り
ゆ
く
波
間
よ
り
凍
り
て
出
づ
る
有

明
の
月
（
藤
原
家
隆
：
新
古
今
和
歌
集
巻
六
冬
歌
六
三
九
）」
と
通
じ
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
時
代
を
超

え
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
共
有
さ
れ
て
き
た
風
景
体
験
な
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）「
共
同
体
」
に
つ
い
て

「
共
同
体
」
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
表
6
に
ま
と
め
た
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
は
二
七
件

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
。
地
域
の
人
々
の
優
し
さ
や
人
の
良
さ
に
触
れ
て
い
る
も
の
が
多

く
見
ら
れ
る
。
六
〇
四

−

二
、
七
〇
一

−

三
な
ど
、
外
部
か
ら
の
移
住
者
と
の
良
好
な
関
係

に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
四
件
）
の
が
注
目
さ
れ
る
。

（
三
）「
場
所
」
に
つ
い
て

表
7
は
、「
場
所
」
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
群
で
一
九
件
あ
る
。「
場
所
」
と
し
て
は
そ

の
内
部
で
遊
べ
る
よ
う
な
広
場
的
な
空
間
や
、
そ
こ
か
ら
周
囲
を
眺
め
渡
す
眺
望
点
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ケ
ヴ
ィ
ン
・
リ
ン
チ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ビ
リ
テ
ィ
（4）
に
即
し
て
言
え
ば
、

「
ノ
ー
ド
」
の
よ
う
な
、
内
部
の
あ
る
点
的
な
エ
レ
メ
ン
ト
と
言
え
る
。

「
想
起
タ
イ
プ
」
に
は
「
伝
説
」
に
関
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
神
社
や
寺
院
の
境
内

地
な
ど
も
あ
る
。
歴
史
性
や
伝
説
性
、
眺
望
点
と
し
て
の
性
質
、
神
社
や
寺
院
等
の
人
が
集

う
聖
空
間
、
個
人
的
な
記
憶
等
に
よ
っ
て
「
固
有
化
」
さ
れ
た
場
所
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
四
）「
水
・
水
辺
」
に
つ
い
て

表
8
は
「
水
・
水
辺
」
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
一
八
件
あ
る
。
山
か
ら
流
れ
て
く

る
水
、
琵
琶
湖
、
湧
き
水
、
井
戸
等
、
多
様
な
水
と
そ
の
良
さ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に

山
か
ら
流
れ
て
く
る
流
水
に
つ
い
て
の
記
述
は
多
く
、
四
件
挙
が
っ
て
い
る
。
一
方
琵
琶
湖

に
つ
い
て
は
水
泳
の
記
憶
と
関
連
付
け
ら
れ
た
二
件
に
留
ま
っ
て
い
る
。

「
自
然
生
態
」「
食
文
化
」「
地
域
景
観
」「
音
風
景
」
と
、
幅
広
い
別
カ
テ
ゴ
リ
と
関
わ
っ

て
お
り
、
水
の
多
面
性
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
想
起
タ
イ
プ
」
と
し
て
は
、
少
年
期

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
記
憶
と
結
び
つ
い
た
も
の
も
多
く
挙
が
っ
て
い
る
。

（
五
）「
信
仰
・
祭
礼
」
に
つ
い
て

「
信
仰
・
祭
礼
」
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
一
六
件
あ
る
。
表
9
に
ま
と
め
た
。
今
回
は
寺

社
の
行
事
に
触
れ
て
い
る
も
の
全
般
を
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
入
れ
た
。
祭
礼
に
つ
い
て
は
村
の

行
事
と
し
て
の
意
味
合
い
も
あ
り
、「
共
同
体
」
と
必
ず
し
も
は
っ
き
り
分
離
で
き
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
五
ヶ
祭
」「
こ
ん
ぴ
ら
祭
」「
皆
頭
祈
」「
山
も
ど

り
」「
伊
勢
大
神
楽
」「
伊
勢
講
」「
愛
宕
講
」
等
多
く
の
行
事
に
つ
い
て
の
情
報
が
得
ら
れ
た
。

（
六
）「
地
域
景
観
」
に
つ
い
て

「
地
域
景
観
」
に
関
す
る
も
の
は
、
表
10
に
示
し
た
一
六
件
で
あ
る
。

「
地
域
景
観
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
主
に
集
落
内
の
域
内
景
観
や
そ
れ
を
特

徴
づ
け
る
材
料
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
ケ
ヴ
ィ
ン
・
リ
ン
チ
流
に
言
え
ば
、
デ
ィ
ス
ト

リ
ク
ト
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。「
場
所
」
が
特
に
固
有
化
さ
れ
た
地
点
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
こ
の
「
地
域
景
観
」
カ
テ
ゴ
リ
に
集
め
ら
れ
た
も
の
は
、
よ
り
緩
く
広
が
っ

て
い
た
り
分
布
し
て
い
た
り
す
る
も
の
だ
。

「
想
起
タ
イ
プ
」
に
つ
い
て
は
特
段
の
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
現
に
見
ら
れ
る
も
の
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

特
徴
的
な
の
は
、
地
域
固
有
の
産
物
で
あ
る
「
守
山
石
」
や
、「
石
積
み
」
に
つ
い
て
の
記

述
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
七
）「
自
然
・
生
態
」
に
つ
い
て

表
11
は
、「
自
然
生
態
」
カ
テ
ゴ
リ
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
五
件
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
川
や
山
野
で
の
採
集
体
験
と
結
び
つ
い
て
い
る
。「
い
た
ど

り
」「
あ
け
び
」「
山
菜
」「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」「
松
た
け
」
な
ど
、
食
用
に
な
る
も
の
の
採
集
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
見
ら
れ
る
。

特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
は
、「
想
起
タ
イ
プ
」
に
お
い
て
、「
記
憶
」
に
関
わ
る
も
の
が
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
思
い
出
話
」
の
形
を
取
る
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
う
し
た
採
集
体
験
が
本
人
の
少
年
期
、
あ
る
い
は
開
発
以
前
と
い
っ
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表 5　「眺望景観」に関するエピソード
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表 6　「共同体」に関するエピソード
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表 7　「場所」に関するエピソード
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表 8　「水・水辺」に関するエピソード
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表 9　「信仰・祭礼」に関するエピソード
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表 10　「地域景観」に関するエピソード
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表 11　「自然・生態」に関するエピソード

表 12　「食文化」に関するエピソード
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表 13　「気候・風土」に関するエピソード

表 14　「音風景」に関するエピソード

表 15　「交通・土地利用」に関するエピソード
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た
、
過
去
の
あ
る
時
期
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
大
人
に
な
っ
た
今
日
で
は
行
わ
れ
な
い
、
あ

る
い
は
環
境
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
示
し
て
い
る
。
一
方
で
、
四
十
代
と
い
う

比
較
的
若
い
世
代
か
ら
高
い
率
で
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
そ
の
体
験
が
遠
い
過
去
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
八
）「
食
文
化
」
に
つ
い
て

「
食
文
化
」
に
つ
い
て
は
、
一
二
件
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
表
12
に
示
す
。

「
記
憶
」
と
関
連
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
の
が
大
き
な
特
徴
だ
。
そ
の
多
く
は
山
野
で

の
採
集
体
験
と
関
わ
っ
て
い
る
。「
守
山
米
」
の
歴
史
性
に
つ
い
て
の
も
の
、「
長
谷
川
さ
ん
」

と
い
う
固
有
の
個
人
に
関
わ
る
も
の
も
見
ら
れ
た
。

（
九
）「
気
候
・
風
土
」
に
つ
い
て

「
気
候
・
風
土
」
は
地
域
の
気
象
現
象
や
空
気
の
よ
う
す
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
集

ま
っ
て
い
る
。
表
13
に
示
す
。
一
一
件
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。「
眺
望
景
観
」
等
景
観
に
結

び
付
け
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。「
空
気
の
き
れ
い
さ
」「
風
の
強
さ
」「
虹
」「
雪
」
が
複
数
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
比
良
山
の
雪
景
は
「
比
良
暮
雪
」
と
し
て
近
江
八
景
（5）
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
景
観
体
験
と
し
て
は
歴
史
的
に
共
有
さ
れ
て
き
た
大
切
な
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

（
十
）「
音
風
景
」
に
つ
い
て

「
音
風
景
」
は
「
食
文
化
」
と
と
も
に
、
視
覚
以
外
の
知
覚
に
よ
っ
て
感
じ
ら
れ
る
地
域
像

と
関
わ
る
も
の
だ
。
表
14
は
「
音
風
景
」
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
九
件
で
あ
る
。

カ
エ
ル
と
ヒ
グ
ラ
シ
が
複
数
あ
る
他
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
虫
の
声
、
鹿
の
声
等
の
生
物
の

発
す
る
音
が
多
く
挙
が
っ
て
い
る
。
非
生
物
系
の
音
と
し
て
は
、
流
水
の
音
と
湖
西
線
の
音

が
挙
が
っ
て
い
る
。
生
物
系
、
非
生
物
系
い
ず
れ
も
土
地
利
用
や
植
生
と
い
っ
た
視
覚
的
な

景
観
要
素
と
も
関
わ
り
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
今
後
地
図
化
等
の
作
業
に
よ
っ
て
よ
り
多
く

の
発
見
が
得
ら
れ
る
と
思
う
。

（
十
一
）「
交
通
・
土
地
利
用
」
に
つ
い
て

「
交
通
・
土
地
利
用
」
に
つ
い
て
表
15
に
ま
と
め
た
。
四
件
あ
る
。
他
の
カ
テ
ゴ
リ
の
多
く

が
、
も
と
も
と
あ
る
自
然
や
伝
統
と
関
わ
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
中
で
、
現
代
に
な
っ
て
か

ら
の
開
発
と
関
わ
る
も
の
が
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
集
ま
っ
て
い
る
。
他
の
カ
テ
ゴ
リ
に
比
べ
て
、

人
工
的
・
産
業
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
が
、
記
憶
の
中
の
江
若
鉄
道
や
哀
愁
の
あ
る
音
を

た
て
て
通
る
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
は
、
す
で
に
風
土
の
一
要
素
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

七
、
ま
と
め

（
一
）
全
体
の
ま
と
め

以
上
を
整
理
す
る
と
、
下
記
の
よ
う
に
な
る
。

①　
「
眺
望
景
観
」「
共
同
体
」「
場
所
」「
水
・
水
辺
」「
信
仰
・
祭
礼
」「
地
域
景
観
」「
自

然
・
生
態
」「
食
文
化
」「
気
候
・
風
土
」「
音
風
景
」「
交
通
・
土
地
利
用
」
の
十
一
カ

テ
ゴ
リ
に
分
類
で
き
た
。

②　

直
接
的
な
自
然
体
験
へ
の
論
及
が
多
い
四
十
代
、
共
同
体
へ
の
論
及
が
増
え
て
く
る

六
十
代
、
各
方
面
へ
の
目
配
り
が
き
い
て
い
る
七
十
代
、
信
仰
・
祭
礼
等
地
域
の
伝
統

に
つ
い
て
語
る
八
十
代
と
い
っ
た
、
世
代
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

③　
「
眺
望
景
観
」
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
際
立
っ
て
多
い
。

④　
「
琵
琶
湖
と
月
」
眺
望
景
観
が
特
に
印
象
的
な
も
の
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

集
落
の
裏
山
（
蓬
莱
山
、
比
良
山
）
の
雪
景
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は

個
人
的
な
記
憶
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
古
今
集
に
歌
わ
れ
た
（
志
賀
の
浦
〜
）
景
で
あ
り
、

ま
た
近
江
八
景
の
一
景
（
比
良
暮
雪
）
で
も
あ
る
。「
眺
望
景
観
」
は
記
憶
と
し
て
で
は
な

く
、
現
前
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
こ
う
し
た

時
間
を
超
え
た
景
観
体
験
が
あ
る
こ
と
は
、
際
立
っ
た
風
土
的
特
徴
で
あ
る
。

⑤　
「
共
同
体
」
に
お
い
て
は
地
域
の
人
々
の
相
互
の
、
あ
る
い
は
外
部
か
ら
の
移
住
者
と

の
親
和
的
な
関
係
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

⑥　
「
自
然
・
生
態
」「
食
文
化
」「
水
・
水
辺
」
に
つ
い
て
は
、
現
前
す
る
も
の
と
し
て
よ

り
「
記
憶
」
と
し
て
語
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

⑦　
「
地
域
景
観
」
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
「
守
山
石
」「
石
積
み
」
が
多
く
挙
が
っ

て
い
る
。

⑧　

伝
説
や
歴
史
、
個
人
的
な
経
験
な
ど
に
よ
っ
て
固
有
化
さ
れ
た
、
多
く
の
「
場
所
」

が
存
在
し
て
い
る
。

⑨　
「
水
・
水
辺
」
に
つ
い
て
は
他
の
カ
テ
ゴ
リ
と
関
連
す
る
も
の
が
多
く
、
水
の
環
境
要

素
と
し
て
の
多
面
性
が
う
か
が
わ
れ
た
。

⑩　
「
音
風
景
」
に
は
、
生
き
物
の
出
す
声
が
多
く
挙
が
っ
て
い
る
。
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⑪　
「
食
文
化
」
は
採
集
体
験
を
通
じ
て
「
自
然
・
生
態
」
と
の
関
わ
り
が
強
く
う
か
が
わ

れ
た
。

⑫　
「
気
候
風
土
」
で
は
、「
空
気
の
き
れ
い
さ
」「
風
の
強
さ
」「
虹
」「
雪
」
に
触
れ
た
も

の
が
見
ら
れ
た
。

（
二
）
現
前
す
る
も
の
と
記
憶
・
歴
史

「
自
然
・
生
態
」「
食
文
化
」「
水
・
水
辺
」
な
ど
、
個
人
の
生
活
史
の
な
か
で
過
去
と
関
連
づ

け
ら
れ
、「
記
憶
」
と
し
て
語
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
ひ
ろ
が
り
の
あ
る
「
眺
望
景
観
」

や
「
音
風
景
」
な
ど
、
今
の
生
活
の
中
で
体
験
で
き
る
、「
現
前
す
る
も
の
」
が
数
多
く
挙

が
っ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、「
琵
琶
湖
と
月
」「
比
良
山
の
雪
」
な
ど
、

今
日
に
お
い
て
も
印
象
深
く
体
験
さ
れ
続
け
て
い
る
場
面
が
、
同
時
に
歴
史
的
な
も
の
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
地
域
の
風
土
を
強
く
特
徴
づ
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
。

（
三
）
ア
ン
ケ
ー
ト
に
現
れ
な
か
っ
た
も
の

な
お
、
今
回
の
「
守
山
自
慢
」
で
は
あ
ま
り
挙
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
一
つ

は
、
歌
や
踊
り
な
ど
の
音
楽
文
化
に
つ
い
て
の
も
の
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
事
前
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
お
祝
い
の
折
り
な
ど
に
伊
勢
音
頭
が
よ
く
唄
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
挙
が
っ
て
こ
な
か
っ

た
。二

つ
目
は
、
労
働
に
関
す
る
も
の
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
守
山
石
の
運
搬
や

そ
の
た
め
の
車
づ
く
り
な
ど
、
地
域
固
有
の
仕
事
と
技
術
が
あ
る
こ
と
が
、
既
に
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
が
、
農
作
業
や
山
仕
事
の
場
面
に
着
目
し
た
も
の
は
今
回
は
挙
が
っ
て
い
な
い
。

三
つ
目
と
し
て
は
、
災
害
の
記
憶
に
つ
い
て
は
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
ま
っ
た
く
現
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

第
二
点
と
第
三
点
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
、「
自
慢
」
と
い
う
感
覚
的
な
歓
び
と
関
わ

り
の
あ
る
問
い
か
け
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
関
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
り
立
体
的

に
共
同
化
さ
れ
て
い
る
風
土
像
を
得
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
別
の
問
い
か
け
が
必
要
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
江
州
音
頭
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
な
か
で
、
場
所
や
モ
ノ
や
で
き
ご

と
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
が
飛
び
交
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
意
識

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
地
域
環
境
資
産
（

≒

守
山
自
慢
）
を
意
識
し
な
お
す
機
会
と
な
っ
た
と
思
う
。
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今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
近
傍
に
お
い
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、
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民
参
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ワ
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シ
ョ
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プ
に
よ
っ
て
地
域

の
記
憶
を
遊
戯
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
乗
せ
て
共
有
を
図
っ
た
先
行
的
な
試
み
と
し
て
、
成

安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
に
よ
る
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
制
作
が
あ
り
、
今

回
の
研
究
企
画
に
お
い
て
も
参
考
に
し
た
。
こ
の
仕
事
に
つ
い
て
は　

永
江
弘
之
・
大

原
歩
編
、
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
監
修
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青
木
ふ
る
さ
と
物
語 
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仰
木
ふ

る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め
「
里
山
〜
水
と
暮
ら
し
第
2
期　

生
活
文
化
の

聞
き
取
り
調
査
、
お
よ
び
、
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
制
作
」（
研
究
期
間
二
〇
一
一
年
四
月
〜

二
〇
一
三
年
三
月
）
研
究
成
果
』　

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（2）	

石
坂
定
次
郎
・
大
岩
剛
一
「
石
出
し
車
が
行
く
み
ち 

― 

神
々
と
暮
ら
し
が
交
差
す
る
風

景 

―
」
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
『
文
化
誌
近
江
学
第
9
号
』
サ
ン
ラ
イ
ズ

出
版
、
二
〇
一
七
年
一
月

（3）	

謎
の
き
の
こ
「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
資
料
が
な
い
が
、
日
本
の
食
生

活
全
集
滋
賀
編
集
委
員
会
編
『
聞
き
書
滋
賀
の
食
事
（
日
本
の
食
生
活
全
集
）』、
農
山
漁
村

文
化
協
会
、
一
九
九
一
年
六
月
に
は
、
当
該
地
域
の
や
や
北
の
朽
木
地
域
（
現
高
島
市
）
で

の
例
が
見
え
る
。

（4）	
ケ
ヴ
ィ
ン
・
リ
ン
チ
著
、
丹
下
健
三
・
富
田
玲
子
訳
『
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
』、
岩
波
書
店
、

一
九
六
八
年
九
月

（5）	

琵
琶
湖
の
八
大
名
所
を
選
定
し
た
も
の
で
、
江
戸
前
期
に
成
立
し
た
と
言
わ
れ
る
。
北

宋
期
の
「
瀟
湘
八
景
図
」
に
想
を
得
た
も
の
と
さ
れ
、
絵
画
と
文
学
の
両
方
で
主
題
と

さ
れ
て
き
た
。
石
山
秋
月
、
勢
多
（
瀬
田
）
夕
照
、
粟
津
晴
嵐
、
矢
橋
帰
帆
、
三
井
晩
鐘
、

唐
崎
夜
雨
、
堅
田
落
雁
、
比
良
暮
雪
が
八
景
と
さ
れ
る
。

今
後
、
歌
づ
く
り
と
そ
の
実
演
機
会
の
創
出
を
通
じ
、
地
域
の
中
で
環
境
資
産
を
意
識
し
つ

づ
け
、
さ
ら
に
外
部
に
発
信
し
て
い
く
回
路
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
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